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INTERVIEW

　
大
宮
通
り
最
大
級
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
奈
良
店
。

広
大
な
敷
地
や
平
城
宮
跡
に
近
い
立
地
を

生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
奈
良
ら
し
い
お
店
づ
く
り

の
取
組
み
や
、
地
域
へ
の
想
い
を
店
長
の

吉
川
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

奈
良
ら
し
い
品
揃
え
と
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
密
着
店

を
目
指
す

　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
奈
良
店
に
着
任
し
た

の
は
ち
ょ
う
ど
1
年
前
の
8
月
。
そ
れ
ま
で

は
首
都
圏
の
お
店
を
廻
っ
て
い
た
の
で
、
関

西
に
来
た
の
は
中
学
生
で
の
修
学
旅
行
以
来

で
し
た
。
関
東
と
関
西
で
は
食
文
化
が
全
く

異
な
る
の
で
、
慣
れ
る
ま
で
は
戸
惑
い
ま
し

た
。イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
の
大
き
な
特
徴
は
、

地
域
密
着
型
の
「
独
立
運
営
店
舗
」
を
掲
げ

て
、1
つ
1
つ
の
お
店
が
独
自
の
品
ぞ
ろ
え

や
運
営
を
行
う
点
に
あ
り
ま
す
。
私
が
着
任

し
て
す
ぐ
に
試
み
た
の
は
、
お
土
産
コ
ー

ナ
ー
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。
近
鉄
奈

良
や
J
R
奈
良
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
、
平

城
宮
跡
も
近
い
立
地
な
の
に
、
お
土
産
が
少

な
い
な
と
感
じ
ま
し
て
。
最
初
は
3
種
類
ほ

ど
し
か
お
土
産
物
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
種
類
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
ま
す
。

奈
良
は
日
本
酒
発
祥
の
地
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
今
は
奈
良
の
蔵
元
さ
ん
を
廻
っ
て
当
店

で
取
り
扱
い
で
き
る
よ
う
に
交
渉
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
は
、
毎
週
末
に
実
施
し
て
い
る
先

着
1
0
0
名
様
へ
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
お
菓

子
の
配
付
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
知
名
度
の
高

い
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
タ
レ
ン
ト
、
奈
良

の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
「
ル
シ
ャ
ナ
」
の
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
、
週
末
は
イ
ベ
ン
ト
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
客

様
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

行
政
と
の
連
携
や
地
元
イ
ベ

ン
ト
へ
の
積
極
参
加
で
観
光

客
に
も
P
R

　

平
城
宮
跡
に
近
い
と
い
う
立
地
か
ら
、
当

店
の
存
在
の
意
味
を
考
え
、
大
宮
通
り
の
う

る
お
い
の
拠
点
の
1
つ
と
し
て
、
観
光
の
お

客
様
に
も
っ
と
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、

そ
の
為
に
は
何
が
で
き
る
か
が
課
題
と
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
、
当
店
に
入
ら
れ
て
い
る
テ

ナ
ン
ト
オ
ー
ナ
ー
様
か
ら
の
ご
紹
介
で
、
市 お土産コーナーではたくさんの奈良土産が揃っています

地域の方にも観光客にも
もっと喜ばれる
お店づくりを

イトーヨーカドー 奈良店　店長 吉川広さん

吉
よ し か わ

川 広
ひ ろ し

さん
イト ー ヨ ー カド ー　
奈良店 店長
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や
県
の
職
員
の
方
と
お
話
を
す
る
機
会
が

あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
行
政

と
連
携
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
奈
良
市
総
合
観
光
案

内
所
が
日
本
政
府
観
光
局
（
J
N
T
O
）
の

認
定
す
る
外
国
人
観
光
案
内
所
の
最
高
ラ
ン

ク
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
3
」
を
取
得
し
て
い
る
な

ど
、
奈
良
は
外
国
人
観
光
客
か
ら
の
評
価
も

高
い
所
で
す
。
当
店
は
免
税
店
で
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
観
光
案
内
所
に
ブ
ー
ス
を
設

け
た
り
、
J
R
奈
良
駅
か
ら
運
行
し
て
い
る

当
店
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー

に
し
て
み
た
り
、
な
ど
や
っ
て
み
た
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
現
在
、
当
店
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、
今
年
、
平
城
宮
跡
で

開
催
さ
れ
た
大
立
山
ま
つ
り
で
使
用
さ
れ
た

大
立
山
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
以
前

は
近
鉄
奈
良
駅
に
展
示
さ
れ
て
い
た
も
の
を

奈
良
県
か
ら
お
借
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
こ
に
、
奈
良
の
観
光
地
図
や
奈
良
の
歴
史

に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
当
店
で
用
意
し
、
大
立

山
の
周
辺
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
か

ら
は
、
学
生
が
天
平
衣
装
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
て
制
作
し
た
衣
装
や
天
平
衣

装
も
一
緒
に
展
示
し
、
古
代
の
雰
囲
気
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。
お
客
様
に
も
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

大
変
好
評
な
ん
で
す
よ
。
日
が
暮
れ
る
と
大

立
山
に
灯
り
が
と
も
っ
て
ま
た
違
う
表
情
に

な
り
ま
す
。
広
々
と
し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

す
か
ら
、
撮
影
も
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
か
ら
は
平
城
宮
跡
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
平
城
京
天
平
祭
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
当
店
か
ら
平
城
宮
跡
は
歩
い
て
10

分
程
度
。
こ
ん
な
に
近
く
で
や
っ
て
い
る
の

で
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
、
実
行
委
員
会
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
春
の
天
平
祭
で
は
東
市
西

市
で
ビ
ー
ル
や
焼
鳥
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

天
平
行
列
に
も
2
名
だ
け
で
す
が
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
G
W
期
間
中
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
を
動
か
す
の
は
大
変

だ
っ
た
の
で
す
が
、
地
域
の
た
め
に
役
に
立

て
る
機
会
は
逃
し
た
く
な
い
と
考
え
た
ん
で

す
。
夏
の
天
平
祭
も
参
加
予
定
で
す
。

「
や
れ
る
こ
と
は
な
ん
で
も
し
た

い
」の
姿
勢
で
愛
さ
れ
る
店
に

　

行
政
か
ら
の
依
頼
が
あ
れ
ば
1
0
0
%
お

受
け
し
て
、
行
政
に
も
当
店
に
も
、
さ
ら
に

は
地
域
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
し
た
い

と
い
う
想
い
は
す
ご
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

当
店
は
3
ヶ
所
1
2
7
9
台
の
駐
車
場
が
あ

る
の
で
、
も
っ
と
観
光
の
お
客
様
に
も
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
場
所
の
提
供
も
ど
ん
ど

ん
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
J
R
や
近
鉄

奈
良
駅
に
は
観
光
客
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
方
々
を
も
っ
と
大
宮

通
り
を
経
由
し
て
こ
ち
ら
に
引
き
寄
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
当
店
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が

地
域
全
体
が
潤
う
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
に
は

当
店
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
で
あ
る
県
営
プ
ー

ル
等
の
跡
地
に
国
際
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
含

む
ま
ち
び
ら
き
を
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う

話
も
聞
い
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
ま
で
に
私
た

ち
の
サ
ー
ビ
ス
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
地
域
の
お
客
様
に
も
観
光
の

方
に
も
喜
ば
れ
る
お
店
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広々としたエントランスには、
大立山まつりで使用された西方の守護神

「広目天」を展示。高さは約4m。
鮮やかな色の装飾が施されています

 平城宮跡に一番近いイトーヨーカドー第2駐車場。国道24号の高架の脇にあります
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平
城
宮
跡
で「
七
夕
」

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
平
城
京
天
平
祭
・

夏
。
今
年
か
ら
は「
天
平
た
な
ば
た
祭
り
」

と
題
し
て
開
催
し
ま
す
。そ
の
名
の
通
り
、

テ
ー
マ
は「
七
夕
」。
な
ぜ
8
月
に
七
夕
？

と
疑
問
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

実
は
、
旧
暦
で
は
七
夕
は
現
在
の
8
月

頃
に
行
わ
れ
た
行
事
で
、
奈
良
時
代
に
は

平
城
宮
で
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在

の
七
夕
の
起
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
奈
良
に
ゆ
か
り
の
あ
る
行
事
で
す
。

　

期
間
中
は
七
夕
に
ち
な
ん
だ
催
し
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
特
に
、
万
葉
集
の
世
界
観
を
楽

し
め
る「
天
平
七
夕
行
列
」
は
必
見
で
す
。

地
元
の
小
学
生
の
5
、
6
年
生
が
作
っ
た

「
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
バ
ッ
グ
」の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　

皆
様
ぜ
ひ
「
天
平
た
な
ば
た
祭
り
」
に

お
越
し
い
た
だ
き
、光
と
灯
り
の
「
七
夕
」

の
世
界
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
は
続
き
ま
す

　

平
城
宮
跡
で
は
、他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。9
月
17
日
の「
東

院
庭
園　

観
月
会
」で
は
、奈
良
時
代
の
宴

の
再
現
や
古
代
食
を
楽
し
め
ま
す
。10
月
1

日
か
ら
4
日
の「
十
五
夜
の
宴
」
で
は
、ブ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
、
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
タ
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
催
し
が
続
々
行
わ
れ
ま
す
。

　

平
城
宮
跡
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
奈
良
時

代
の
魅
力
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

【
平
城
宮
跡
事
業
推
進
室
】

古こ

都と

祝ほ
ぐ

奈な

良ら

―
時
空
を
超
え
た
ア
ー
ト
の
祭
典
―

　
「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
2
0
1
6
奈
良

市
」
の
コ
ア
期
間
（
９
月
３
日
（
土
）～

10
月
23
日
（
日
））「
古
都
祝
奈
良
（
こ
と

ほ
ぐ
な
ら
）」。「
舞
台
芸
術
」、「
美
術
」、

「
食
」
を
切
り
口
に
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
し
ま
す
。

　

平
城
宮
跡
会
場
で
は
「
維
新
派
」

「
S
P
A
C
―
静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン

タ
ー
」
に
よ
る
特
設
舞
台
で
の
野
外
舞
台

公
演
を
開
催
。

　

ま
た
、
東
大
寺
、
春
日
大
社
、
興
福
寺
、

元
興
寺
、
大
安
寺
、
薬
師
寺
、
唐
招
提
寺
、

西
大
寺
を
会
場
に
、
世
界
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示
。

な
ら
ま
ち
会
場
で
は
、
そ
の
土
地
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
た
作
品
を
展
開
し
ま
す
。

　

他
に
も
奈
良
の
食
の
歴
史
・
文
化
を
新

た
な
切
り
口
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
を
体
験
で
き
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
レ
ス

ト
ラ
ン
も
出
現
し
ま
す
。

　

開
催
日
、
チ
ケ
ッ
ト
等
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市

2
0
1
6
奈
良
市
」
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
0
7
4
2
―
27
―
0
1
2
0
）
へ

INFORMATION

平
城
宮
跡
で

”奈
良

時
代
“を
感
じ
よ
う

今年のキッズアートバッグのテーマは
「七夕」「願い事」

協力：都跡小学校、佐保川小学校

天平七夕行列では、織姫と彦星の出会いを描きます

奈
良
が
ア
ー
ト
に

染
ま
る
50
日
間

【
天
平
た
な
ば
た
祭
り

　
　
～
平
城
京
天
平
祭
・
夏
～
】

開
催
日
‥
平
成
28
年
8
月
26
日（
金
）

～
8
月
28
日（
日
）

開
催
時
間
‥
17
時
30
分
～
21
時（
夏
の

夜
市
16
時
～
）

問
合
せ
先
‥
平
城
京
天
平
祭
実
行
委
員
会

☎
0
7
4
2
―
2
5
―
0
7
0
7

【
東
院
庭
園
　
観
月
会
】

開
催
日
‥
平
成
28
年
9
月
17
日（
土
）

開
催
時
間
‥
18
時
～
20
時

問
合
せ
先
‥「
東
院
庭
園
観
月
会
」事
務
局

☎
0
7
4
2
―
3
0
―
6
7
1
1

【
十
五
夜
の
宴
】

開
催
日
‥
平
成
28
年
10
月
1
日（
土
）

～
10
月
4
日（
火
）

開
催
時
間
‥
各
日
に
よ
っ
て
異
な
る

開
催
場
所
‥
平
城
宮
跡
・
西
大
寺

問
合
せ
先
‥
ら
ほ
つ
朋
の
会
事
務
局

☎
0
7
4
2
―
2
2
―
0
9
4
0

オペラ「遣唐使」　撮影：阿部稔哉
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平
成
28
年
9
月
１
日（
木
）

�

～
11
月
30
日（
水
）

　
『
文
化
の
力
で
奈
良
を
元
気
に
！
』
を

テ
ー
マ
に
今
年
も
９
月
か
ら
11
月
の
３
ヶ

月
に
わ
た
り
「
奈
良
県
大
芸
術
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。「
音
楽
・
演
劇
・
芸
能
・
舞

踊
・
美
術
・
映
画
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
が
県
内
各
地
で
開
催
さ

れ
、
奈
良
の
秋
を
彩
り
ま
す
♪

　

詳
し
く
は
、
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
奈

良
県
大
芸
術
祭
W
a
l
k
e
r
」
ま
た
は

「
奈
良
県
大
芸
術
祭
」
を
検
索
！

�

☎
0
7
4
2-

2
7-

8
4
8
8

ジ
ャ
パ
ン
・
オ
ペ
ラ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル

奈
良
公
演（
日
伊
国
交
1
5
0
周
年
記
念
事
業
）

　

ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト

　
「
誰
も
寝
て
は
な
ら
ぬ
」
な
ど
の
ア
リ

ア
が
有
名
な
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
「
ト
ゥ
ー

ラ
ン
ド
ッ
ト
」。

　

演
奏
は
イ
タ
リ
ア
の
名
門
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

歌
劇
場
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
。
日
本
人
と

し
て
初
め
て
同
歌
劇
場
の
首
席
客
演
指
揮

者
に
就
任
し
た
吉
田
裕
史
が
指
揮
を
つ

と
め
ま
す
。
世
界
で
活
躍
す
る
一
流
の
ソ

リ
ス
ト
た
ち
と
若
手
ソ
リ

ス
ト
た
ち
と
の
共
演
、ボ

ロ
ー
ニ
ャ
歌
劇
場
か
ら
来

日
す
る
60
名
の
合
唱
団
に

1
0
0
名
以
上
の
日
本
人

合
唱
団
と
助
演
俳
優
を
加

え
て
の
総
勢
2
6
0
名
を

超
え
る
圧
倒
的
迫
力
の
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
な
野
外
オ
ペ

ラ
は
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
日
:�

平
成
28
年
9
月
22
日（
木・祝
）・

24
日（
土
）

開
催
時
間
:
17
時
30
分
～�

会
　
場
:
平
城
宮
跡  

第
一
次
大
極
殿
前

特
設
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ
先
:
さ
わ
か
み
オ
ペ
ラ
芸
術
振
興
財
団��

☎
0
3
―
6
3
8
0
―
9
8
6
2��

H
P　http://www.saw

akam
i-

opera.org

（
H
P
か
ら
観
賞
座

席
を
ご
予
約
い
た
だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
も
あ

り
ま
す
）

※
有
料（
席
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

オペラをもっと身近に

昨年の京都国立博物館の中庭、そして姫路は白
鷺城天守閣下で演じられたオペラ「道化師」は、
おかげさまで大成功でした。なによりも、オペラ
の国イタリアからやって来た芸術家たちと、それ
を楽しみにしてこられた聴衆の皆さま、そして日
本が誇る世界遺産とが見事に融合し、「これは贅
沢だ」と思わずうなってしまう一夜となりました。
今年は、奈良の平城宮跡にそびえ建つ大極殿を
バックに、大スケールのオペラ「トゥーランドッ
ト」です。これまた世界遺産を借景とした、われ
らジャパン・オペラ・フェスティヴァルの面目躍
如たる壮大な野外オペラとなります。
現地を視察した演出家も、大極殿を前に奮い
立っていました。「ここでオペラをやれるなんて
芸術家として最高の幸せ」と、多くの日本人関係
者は１年以上も前から準備に入っていて、すばら
しいパフォーマンスをと燃えています。

� さわかみオペラ芸術振興財団
� 理事長　澤上篤人

奈
良
県
大
芸
術
祭 

開
催
！

2017.9/1（木）～11/30（水）に「 第 32 回 国 民
文化祭・なら 2017」「第 17 回全国障害者芸術・
文化祭なら大会」を一体開催します。
今年の奈良県大芸術祭をプレイベントとして
位置づけ来年の大会を盛り上げていきます。 ⒸNARA pref.

悠
久
の
時
が
流
れ
る
平
城
宮
跡
で

名
門
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
歌
劇
場
の
オ
ぺ
ラ
の
感
動
が
響
く
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平
城
京
歴
史
館
の
改
修
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た

　

平
城
遷
都
1
3
0
0
年
祭
か
ら
6
年
間
、

皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
い
た
平
城
京
歴

史
館
が
平
成
28
年
6
月
30
日
を
も
っ
て
閉

館
し
、
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

歴
史
館
の
前
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
た
復

原
遣
唐
使
船
は
、
解
体
修
理
を
行
い
現
在

整
備
が
進
む
平
城
宮
跡
歴
史
公
園
（
朱
雀

大
路
西
側
地
区
）
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

　

遣
唐
使
船
が
あ
っ
た
場
所
に
は
、
新
た

に
平
城
宮
跡
の
眺
望
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
展
望
デ
ッ
キ
を
設
け
ま
す
。ま
た
、ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
り
周
遊
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
休
憩
室
な
ど
も
設

置
し
ま
す
。
平
城
宮
跡
を
楽
し
ま
れ
る
方

に
お
使
い
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
観
光
バ
ス
駐
車
場
を

整
備
し
ま
し
た

　

平
城
宮
跡
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
駐
車
場

が
、
平
成
28
年
6
月
30
日
に
閉
鎖
し
ま
し

た
。
朱
雀
大
路
西
側
の
公
園
が
開
園
す
る

ま
で
、
朱
雀
門
周
辺
に
乗
用
車
を
停
車
で

き
る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乗
用
車
で
平

城
宮
跡
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
客
様
に

は
、
宮
跡
北
側
の
平
城
宮
跡
資
料
館
、
遺

構
展
示
館
、
東
院
庭
園
の
駐
車
場
を
ご
案

内
し
ま
す
。

　

ま
た
、
朱
雀
門
南
側
、
大
宮
通
り
沿
い

に
観
光
バ
ス
の
駐
車
場
を
整
備
し
ま
し

た
。
平
城
宮
跡
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
の
駐
車
場
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

お
客
様
、
周
辺
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
ト

イ
レ
・
休
憩
所
は
引
き
続
き
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

阿
倍
仲
麻
呂
〝
遣
唐
〟

1
3
0
0
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
天
の
原　

ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る

　

三
笠
の
山
に
い
で
し
月
か
も
」

　

百
人
一
首
に
も
選
ば
れ
て
い
る
、
こ
の

有
名
な
歌
を
詠
ん
だ
阿
倍
仲
麻
呂
。

　

そ
の
阿
倍
仲
麻
呂
を
は
じ
め
、
奈
良

時
代
に
活
躍
し
た
吉
備
真
備
、
玄
昉
ら

が
派
遣
さ
れ
た
「
第
九
次
遣
唐
使
派

遣
（
7
1
7
年　

平
城
京
遷
都
後
初
め

て
の
派
遣
）」
か
ら
数
え
て
1
3
0
0

年
目
に
あ
た
る
2
0
1
7
年
（
平
成
29

年
）
に
む
け
、
奈
良
県
で
は
、
平
城
京
か

ら
派
遣
さ
れ
た
遣
唐
使
を
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

「
阿
倍
仲
麻
呂〝
遣
唐
〟

1
3
0
0
年
記
念
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
阿

倍
仲
麻
呂
を
題
材
と

し
た
映
像
「
三
笠
の

山
に
い
で
し
月
か
も
」

の
発
信
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

去
る
6
月
25
日

（
土
）、
26
日
（
日
）

に
は
、
閉
館
を
目
前

に
控
え
た
平
城
京
歴

史
館
で
当
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
第
１
弾
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
阿
倍
仲
麻
呂
た

ち
遣
唐
使
が
平
城
京

か
ら
出
発
す
る
思
い
・

人
間
模
様
を
描
い
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
劇
や
三

戸
な
つ
め
さ
ん
と
上

野
誠
教
授
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
な
ど
を
実
施

し
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

�【
平
城
宮
跡
事
業
推
進
室
】

平
城
宮
跡
歴
史
公
園
の
状
況

オリジナル劇はとても好評でした！たくさんのご来場ありがとうございました！
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況

　

奈
良
市
役
所
の
南
側
に
位
置
す
る
奈
良

警
察
署
・
県
営
プ
ー
ル
跡
地
で
は
、
国
内

初
進
出
と
な
る
国
際
級
ホ
テ
ル
「
Ｊ
Ｗ
マ

リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
」
の
誘
致
・
N
H
K
奈

良
放
送
会
館
の
移
転
と
併
せ
て
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
交
流
拠

点
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。　

　

こ
の
施
設
は
、
2
千
人
程
度
が
収
容
で

き
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、
屋
外
多
目

的
広
場
、
飲
食
・
物
販
施
設
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
大
型
駐
車
場
か
ら
な
る
複
合
施

設
で
す
。

　

こ
の
施
設
の
整
備
・
運
営
を
行
う
民
間

事
業
者
を
公
募
に
よ
っ
て
（
株
）
大
林
組

を
代
表
と
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
（「
構
成

員
」（
株
）
梓
設
計
、（
株
）
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
リ
ン
ケ
ー
ジ
、（
株
）
東
急
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ「
協
力
企
業
」（
株
）
オ
オ
バ
）
に
決

定
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、6
月
の
県
議
会
に
お
い
て
、
事
業

者
と
の
事
業
契
約
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
設
計
業
務
に
着
手
し
、
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
な
が
ら
施
設
整
備

を
本
格
化
さ
せ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
平
成
32

年
ま
で
の「
ま
ち
び
ら
き
」を
目
指
し
ま
す
。

【
大
宮
通
り
新
ホ
テ
ル・交
流
拠
点
事
業
室
】

大
宮
通
り
新
ホ
テ
ル
・
交
流
拠
点
事
業
の
動
き鳥瞰パース

コンベンション施設外観イメージ

位置図

屋外多目的広場活用イメージ

交流拠点
事業用地

県道奈良生駒線（三条通り）

大宮通り

ホテル事業
用地

NHK
事業
用地

369

新
設
道
路

市
道
北
部
第
5
0
0
号
線

奈良市役所
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～「
学
ぶ
」「
憩
う
」「
集
う
」
新
し
い

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
形
を
目
指
し
て
～

　

現
在
、
奈
良
県
で
は
、
奈
良
公
園
の
玄

関
口
で
あ
る
県
庁
の
東
側
に
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
次
の

「
３
つ
の
機
能
」
を
備
え
て
い
ま
す
。

①
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能	

�

奈
良
公
園
中
心
部
へ
の
観
光
バ
ス
の

流
入
を
抑
え
て
、
渋
滞
緩
和
及
び
周

遊
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

②
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能�

�

奈
良
公
園
の
魅
力
を
学
ん
で
い
た
だ

け
る
歴
史
展
示
や
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー

ル
を
整
備
し
ま
す
。

③
お
も
て
な
し
機
能�
�

観
光
客
の
方
に
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ

け
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
カ
フ
ェ
な
ど

の
飲
食
物
販
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

本
格
的
に
工
事
が
ス
タ
ー
ト

　

今
年
度
夏
頃
か
ら
造
成
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。
引
き
続
き
、
建
物
工
事
を
行

い
、
平
成
30
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

新
し
い
奈
良
公
園
の
シ
ン
ボ
ル

　

平
成
32
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
、
外
国
人
観

光
客
が
増
加
す
る
な
ど
、
人
の
流
れ
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

奈
良
公
園
の
玄
関
口
と
し
て
、
多
く
の

人
を
お
迎
え
す
る
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

�

【
奈
良
公
園
室
】

（仮称）登大路バスターミナル整備イメージ図

奈
良
公
園
の
新
し
い
玄
関
口
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
が
始
ま
り
ま
す
！

　奈良公園を名実ともに「世界に誇れる公園」とし
ていくため、基本的な考え方や重点的な取り組みを
まとめた「奈良公園基本戦略」を策定しています。
今後とも奈良公園の価値を積極的に維持し、魅力の
向上に努めてまいります。

INFORMATION

『世界に誇れる公園』を目指して

①価値を守る

②魅力を活かす

③県が主体的に取り組む

維 持

利 活 用

取組体制

3
つ
の
柱
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近
鉄
奈
良
駅
に「
ぐ
る
っ
と

バ
ス
」専
用
の
停
留
所
を
新
設

　

奈
良
県
で
は
、
J
R
奈
良
駅
や
近
鉄
奈

良
駅
と
奈
良
公
園
や
平
城
宮
跡
な
ど
の
観

光
施
設
を
結
び
、
1
0
0
円
で
ご
乗
車
い

た
だ
け
る
「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

去
る
6
月
に
は
、
こ
の
「
ぐ
る
っ
と
バ

ス
」
の
利
便
性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
た

め
、
近
鉄
奈
良
駅
前
に
専
用
の
停
留
所
を

新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」の
近
鉄
奈

良
駅
バ
ス
停
留
所
は
、路
線
バ
ス
の
停
留

所
に
併
設
さ
れ
て
い
た
た
め
、近
鉄
奈
良

駅
か
ら
奈
良
公
園
へ
向
か
う
方
か
ら
位
置

が
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
お
声
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
た
め
、従
来
の
停
留
所
か
ら
約

1
4
0
m
東
側
へ
移
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

行
基
広
場
か
ら
も
停
留
所
が
見
え
、
位
置

が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
奈
良
公
園
や
平
城
宮
跡
な
ど
の
観
光

拠
点
を
結
ぶ
大
宮
通
り
を
軸
と
し
た
移
動

環
境
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

�

【
道
路
環
境
課
】

「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」が

さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

運
　
賃
:�

1
乗
車
1
0
0
円

運
行
日
:�

通
年
の
土
日
祝
日�

�

※
春
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
、イ
ベ

　
ン
ト
開
催
日
は
毎
日
運
行

運
行
時
間
:�

9
時
～
17
時

ル
ー
ト
:
奈
良
公
園
ル
ー
ト

	

（
15
分
間
隔
）

	

平
城
宮
跡
ル
ー
ト

	

（
20
分
間
隔
）

問
合
せ
先

：

道
路
環
境
課�

☎
0
7
4
2
―

2
7
―

8
6
6
7

近鉄大和西大寺駅
奈良公園ルート

平城宮跡ルート

薬師寺

0 200 400 600 800 1,000m

※1

※1

※１　奈良公園ルートの奈良公園前 ( 県庁前 )9 時から 10 時 15 分発のバスは、
　　　手向山八幡宮・二月堂前 (R5)、若草山麓 (R6) バス停を経由しません。

手向山八幡宮・二月堂前

若草山麓

春日大社
JR奈良駅西口

奈
良
春
日
野

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
甍
前

東
大
寺

国
立
博
物
館

ならまち 高畑
駐車場・浮見堂

奈良ホテル

近
鉄
奈
良
駅

奈
良
公
園
前

（
県
庁
前
）

奈
良
国
立
博
物
館

奈
良
国
立
博
物
館

法華寺・海龍王寺

ならまち・なら工藝館

朱雀門朱雀門朱雀門朱雀門

奈
良
市
庁
前

宮
跡
庭
園

大極殿

海龍王寺
法華寺

R2

R1
B1

B2

B3

B8

B5

B6

B7

B4臨時

臨時

B9

B10 B11

R3
R4

R5

R6

R7R8
R9

R10
R11

R12

R13

海龍王寺
法華寺

「ぐるっとバス」ルートマップ

●「ぐるっとバス」の詳しい運行情報は
　 〈 HP「奈良公園･平城宮跡アクセスナビ」 〉
　http://www.nara-access-navi.com/

新設した停留所から行基広場を望む
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〈完成後〉

〈現在〉

興福寺へ

県立美術館

県庁西
交差点

　

県
立
美
術
館
方
面
か
ら
興
福
寺
方
面
へ

の
間
を
徒
歩
で
行
き
来
さ
れ
る
場
合
、
現

在
は
西
側
の
文
化
会
館
敷
地
内
の
通
路
を

通
っ
て
い
た
だ
き
、
県
庁
西
交
差
点
で
大

宮
通
り
を
横
断
す
る
た
め
に
は
2
回
も
道

路
を
横
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
歩
行
環
境
の
向
上
を
図
る
た

め
、
県
庁
西
交
差
点
の
横
断
歩
道
を
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
化
し
、
よ
り
便
利
で
安
全
に
通

行
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
成
28
年

秋
の
完
成
を
目
標
に
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

�

【
道
路
環
境
課
】

�

【
警
察
本
部　

交
通
規
制
課
】

県
庁
西
交
差
点
の
横
断
歩
道
を

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
！

～
県
庁
西
交
差
点
の
歩
行
環
境
向
上
～

新大宮駅

東大寺

春日野国際
フォーラム
甍～I・RA・KA～

興福寺
国立博物館

大極殿

朱雀門
平城京
歴史館

平城宮跡

都跡小学校
JR奈良駅

近鉄奈良駅
奈良県庁

奈良県立
美術館

奈良市役所

大和西大寺駅

尼ヶ辻駅

大宮通り

奈良  大立山まつり

天平たなばた祭り
平城京天平祭・夏 奈良公園の新しい玄関口、

バスターミナル整備
ぐるっとバス

冬の彩り「イルミネーション」

イトーヨー
カドー平城宮跡歴史

公園の状況等
県庁西交差点の横断歩道
をスクランブル化！

ジャパン・
オ ペ ラ・
フェスティ
ヴァル
奈良公演

大 宮 通り
新ホテル・
交流拠点
事業の動き

P8→→

P7→→ P10→→

P11→→

P5→→

P9→→

P6→→

P4→→

P2→→

1回で道路
を横断2回も道路

を横断

〈完成後〉

現在

大宮通りジャーナルマップ
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大
宮
通
り
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
左
の
ハ
ガ
キ
を
切
り
取
り
、

切
手
を
貼
付
し
投
函
し
て
下
さ
い
。
締
め

切
り
は
9
月
30
日
（
消
印
有
効
）
で
す
。

　

な
お
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
の
な

か
か
ら
、
抽
選
で
30
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。
抽
選
に
参
加
ご
希

望
の
方
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
の
表
面

に
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
願
い
ま
す
。
当

選
者
の
発
表
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

【
大
宮
通
り
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
部
】

冬
の
彩
り
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た

点
灯
期
間
：
平
成
27
年
12
月
24
日
（
木
）～
平
成
28
年
3
月
14
日
（
月
）

点
灯
区
間
：
佐
保
川
～
油
阪
西
交
差
点
付
近

	
 

高
天
交
差
点
～
今
辻
子
交
差
点
付
近

　

昨
冬
は
、
例
年
よ
り
期
間
や
区
間
等
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の

ご
意
見
を
頂
戴
し
、
今
後
の
実
施
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大宮通りイルミネーション・アンケート

ご協力ありがとうございました。切手を貼ってポストにご投函ください。※9/30締切

アンケート項目について、あてはまるものに、○をつけてください。
また、（　）に、ご意見の記入をお願いします。

① イルミネーションの取り組みについてどう思いますか。また、そのよう
に選択された理由を記載下さい。 
Ⅰ よかった　　　　Ⅱふつう　　　　Ⅲよくなかった
（ ）
（例　華やかな感じがして気分が和んだ）

② 実施区間についてどう思いますか。Ⅱの回答をされた場合には、最適と
考える区間を記載下さい。
Ⅰ適切だった
Ⅱ不適切だった→（ ）

③ 実施期間についてどう思いますか。ⅡもしくはⅢを回答された場合には、
最適と考える期間（月数）を記載下さい。
Ⅰ適切だった
Ⅱ長かった→（ ）
Ⅲ短かった→（ ）

④ 実施手法についてどう思いますか。
（ ）
（例　電飾の色をもっとカラフルにしてほしい）
（例　電飾を木の枝の先まで付けてほしい）

⑤ 奈良県が実施していることをご存じでしたか。
Ⅰ知っていた 　　　　Ⅱ知らなかった

⑥ イルミネーションについて改善すべき点があるとすれば、どのように
改善すればいいと考えますか。

（ ）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

昨冬のイルミネーションの様子

バッグ、ピンバッジ、ふきんの3点



一年のはじまりに、平城宮跡
で無病息災を願う祭り

大立山まつり

2017.1/25（水）～1/29（日）
「大立山まつり」実行委員会
☎0742-27-8051

大宮通りジャーナル　第 5号　2016年 8月発行

大宮通りジャーナル  第 5 号 （2016.8 ～ 2017.2）イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー
イベント名 開催期間 開催場所 内容 問合せ先 料金

なら燈花会 8/5（金）～14（日） 奈良公園内一帯 古都・奈良の幻想的な風景の中、毎夜2 万個の
ろうそくが灯される祭典

NPO 法人なら燈花会の会事務局
☎ 0742-21-7515 無料

なら燈花会プロムナードコンサート
2016 ～奈良ドラマティック～
奈良フィル with 川井郁子

8/13（土） 奈良県文化会館
日本を代表するヴァイオリニストまた作曲家
として活躍の川井郁子さんをスペシャルゲス
トに、選りすぐった名曲をプログラム

奈良県文化情報センター
☎ 0742-22-0200 有料

天平たなばた祭り
～平城京天平祭・夏～ 8/26（金）～8/28（日） 平城宮跡 夜の平城宮跡で実施される“たなばた”がテー

マの一大イベント
平城京天平祭実行委員会
☎ 0742-25-0707 無料

奈良県大芸術祭 9/1（木）～11/30（水） 県内各地 「文化の力で奈良を元気に！」をテーマに奈良
の秋を様々な文化・芸術イベントで彩る

奈良県国民文化祭・障害者芸術
文化祭課　☎ 0742-27-8488 

無料
（一部有料）

「東アジア文化都市 2016 奈良市」
古都祝奈良 ― 時空を超えたアートの
祭典

9/3（土）～10/23（日） 平城宮跡、市内八社寺、
ならまち 他

奈良を象徴する八社寺や平城宮跡、ならまち
等を会場に、「舞台芸術」、「美術」、「食」を切
口とした様々なプログラムを開催

「東アジア文化都市 2016 奈良
市」実行委員会事務局
☎ 0742-27-0120

無料
一 部 申 込、
拝観料・入
場料が必要

第６回なら奈良まつり 9/3（土）・9/4（日） 平城宮跡
第一次朝堂院他

「夏の思い出を胸に刻もう！！」をテーマに、打
上花火や大盆踊り大会、縁日など子供から大
人まで楽しめる地域に根差した祭り

なら奈良まつり実行委員会事務局
( 奈良商工会議所内 )
☎ 0742-26-6222

無料

東院庭園観月会 9/17（土） 平城宮跡
東院庭園 奈良時代の観月会の儀式を再現 東院庭園観月会事務局

☎ 0742-30-6711 申込

ジャパン・オペラ・フェスティヴァル
奈良公演
ボローニャ歌劇場「トゥーランドット」

9/22（木・祝）・９/24（土） 平城宮跡
大極殿前

悠久の時が流れる平城宮跡で、名門ボローニャ
歌劇場が演じる一期一会のオペラ

一般財団法人さわかみオペラ芸術
振興財団
☎ 03-6380-9862

申込

十五夜の宴 10/1（土）～10/4（火） 平城宮跡　他 クラフトフェスタ、ブックフェスタ、ウォーキン
グなど多彩なイベント

らほつ朋の会事務局
☎ 0742-22-0940

無料
一部申込

奈良マラソン 2016 12/10（土）・12/11（日） 鴻ノ池陸上競技場ほか 恒例となった大宮通りを走るマラソン
主会場で EXPO 開催（入場無料）

奈良マラソン実行委員会
☎ 0742-81-8752 申込終了

春日若宮おん祭 12/15（木）～12/18（日） 春日大社
市内各地

春日大社の摂社である若宮神社の例祭
（国の重要無形民俗文化財）
17日は「遷幸の儀」「御渡り式」等が行われます

春日若宮おん祭保存会事務局 
☎ 0742-22-7788 無料

古事記のまつり 2017.1/21（土） 奈良春日野国際フォーラ
ム　甍～ I・RA・KA ～

「古事記朗唱大会」と「こども古事記かるた大
会」に加え様々なアトラクションを開催

奈良県文化資源活用課
☎ 0742-27-8975 無料

若草山焼き 2017.1/28（土） 若草山 毎年1月第 4 土曜日に開催される、古都･奈良
に早春を告げる伝統行事

若草山焼き行事実行委員会
☎0742-27-8677（県奈良公園室） 無料

しあわせ回廊　なら瑠璃絵 2017.2/8（水）～
2/14（火）

春日大社、興福寺、
東大寺、奈良公園一帯

奈良を代表する三社寺を光の回廊で繋ぎ、幻
想的な瑠璃絵の世界へ誘う

なら瑠璃絵実行委員会
☎ 0742-20-0214 無料

郵 便 は が き

切手を
お貼り
ください

6 3 0 8 5 0 1

平城宮跡事業推進室内

大宮通りジャーナル編集部 行

奈良市登大路町 30

年代 10代　 20代　 30代 　40代　 50代 　60代   70代  　80代以上

性別 （ 男 ・ 女  ）

大宮通りジャーナルについて、ご意見やご希望がありましら、自由にお書きください。

プレゼント抽選に応募される方は、下記に住所・氏名の記入をお願いします。
住所：〒

氏名：

発 行 奈良県
編 集 県土マネジメント部まちづくり推進局　平城宮跡事業推進室
各事業に
関 す る
お問い合せ

平城宮跡事業推進室 Tel.0742-27-8973
奈良公園室 Tel.0742-27-8036
地域デザイン推進課 Tel.0742-27-7521
大宮通り新ホテル・交流拠点事業室 Tel.0742-27-8873
道路管理課 Tel.0742-27-7502
道路環境課 Tel.0742-27-8667
国民文化祭・障害者芸術文化祭課 Tel.0742-27-8488

奈良時代を体感できる
古代行事の再現と花の彩り

平城京天平祭・秋

2016.10/29（土）～11/6（日）
平城京天平祭実行委員会
☎0742-25-0707


